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[コメント]
　県産鹿革の活用による商品開発が出来ており、当初の目的は達成されている。
商品開発においては、印伝製品に限定するのではなく他の新たな商品にもチャレ
ンジしていただきたい。商品化が進むことにより獣害対策と鹿皮の用途拡大が併
せて図られ、山梨ブランドとして期待される。
　今後は、市場拡大を考慮し、鹿皮の安定供給方策を確立していただきたい。
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